
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くさひが図書館新聞 

 

草津東高等学校読書活動推進事業「本ｄｅｒｆｕｌ
ほ ん だ ふ る

！」 ～10分間読書、一斉読書、課題読書、本ｄｅｒｆｕｌ！講演会など～ 読書を通じ、可能性を広げます～ 

 草津東高等学校図書館 

本ｄｅｒｆｕｌ！委員 発行 

 ＜２０２４．３．８＞  

 ３月号  

学校ホームページ版 

『人魚の眠る家』  
東野圭吾：著  

幻冬舎 

＜あらすじ＞ 

ある日、プールにて溺れた瑞穂は医者にお

そらく脳死だと告げられる。臓器提供か、延命

措置か。母の薫子、父の和昌は選択を迫られ

る。瑞穂の脳は働かないが、心臓は動いてい

る。人間の本当の死とは何なのだろうか…？ 

＜おすすめポイント＞ 

母、薫子の娘に対する非常に重い愛が感じ

られる作品です。また、様々な目線から脳死と

いう概念を考えさせられます。娘を死なせたく

ない母、娘に違和感を覚える息子、臓器提供

を求める人たち。どの目線から見ても切なく、

感動できる 1冊です。 

『オルタネート』  

加藤シゲアキ：著  

新潮社 

＜あらすじ＞ 

3人の主人公、蓉、凪津、尚志が SNSアプリ

「オルタネート」を通してそれぞれ恋、友情、夢の

面で成長していく物語。お話のさわやかさを感じ

ると同時にインターネットとの向き合い方も考え

させられます。 

＜おすすめポイント＞ 

  3人とも私たちと同じくらいの年齢で 10代

ならではの奮闘があったり、また題名の「オルタ

ネート」(スマホアプリ名)にある通りインターネッ

トという非常に身近にあるものを中心として書か

れているのでより内容に入り込んで楽しむこと

ができる作品だと思います！ 

『時をかける少女』 
筒井康隆：著  

ＫＡＤＯＫＡＷＡ（角川文庫）   

＜あらすじ＞ 

高校生のカズコは、偶然発明したタイムマシン

で過去に飛び、友情や愛に向き合う。未来での自

らの選択が現在の人間関係に深い影響を与える

中、彼女は成長と自己発見を経て、大切な瞬間を

見つける。 

＜おすすめポイント＞ 

『時をかける少女』は友情と愛を描いた感動的

な物語。カズコのタイムトラベルが織り成す展開

がとても面白い。登場人物の成長や人間関係の

ドラマがとても良い。また、時間を大切にするとい

うメッセージが心に残り、読み終わった後も考えさ

せられる。 

『カラフル』    
森絵都：著  

文藝春秋（文春文庫） 

＜あらすじ＞ 

生前の罪により、輪廻のサイクルから外

されたぼくの魂。だが天使業界の抽選にあ

たり、再挑戦のチャンスを得た。自殺を図っ

た少年真の体にホームステイし、自分の罪

を思い出さなければならない。 

＜おすすめポイント＞ 

 生きることを肯定していて、読んでよかっ

たと思える読後感があります。テーマは深

いですが設定が面白く、軽やかに物語は

進み引き込まれていくので、最後まで滞る

ことがなく読み進めることが出来ます。 

 

３月８日（金）より 
春休み長期貸出開始 
４/１０（水）まで借りられます 

＊入試関連書、コミック新刊は別途 

☆進路関連図書のご紹介☆ 
各大学の入試過去問題集、 

見られます。 

◎最新年度版→進路指導室 

［閲覧またはコピー可］ 

 

◎上記以前のもの→図書館 

［１人 3冊まで、 

１週間貸出可］ 

＊返却期限を守れる方に限ります。延滞

があると次回より貸出できません。 

本ｄｅｒｆｕｌ!委員のおすすめ本 ～1年７組、８組、９組担当～ ＊裏面に続く 

 

→蔵書検索サイトのＵＲＬは配付版「ぺえじ」に記載 

 

気になる大学名、職業名、 

趣味のキーワードでもお試し検索♪  

913.6 ｶ 

B913.6 ﾂ 

913.6 ﾋ 

図書館に 

入れて欲しい本の 

リクエスト受付中 

新年度の図書購入は、５月下旬か

らの予定です。要望があれば配付版

「ぺえじ」掲載ＱＲコード、または検

索サイトの「メニュー」→「リクエスト」

から送信してください。 

［一次締切：202４年３月末日］ 

☆大学の学部や 
職業ガイドもおすすめ☆ 

 

「なるには BOOKS 

大学学部調べ」 

シリーズ 

＊いろんな職業、 

学部の巻があります 

B913.6 ﾓ 
 

入試問題集の 

春休み長期貸出は

３月１５日（金） 

からスタート 

 

新しく入った本や 

貸出状況もわかる 

 

草津東高校 
蔵書検索 

サイト 

図書館の本を 
検索してみよう 

ぺりかん社の 

「なるにはBOOKS」

シリーズ 

 

いるる  なづ   なおし 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『腹を割ったら 
血が出るだけさ』  
住野よる：著  

双葉社 

＜あらすじ＞ 

 愛されたいという感情に支配された

少女、糸林茜寧は、ある書店で『少女の

マーチ』という小説に出会う。「自分のこ

とを書かれていると思った」そう感じた茜

寧はある日、『少女のマーチ』に登場す

る「あい」によく似た人と出会い―！？ 

茜寧と「あい」が送る、『少女のマーチ』

再現ストーリー。 

＜おすすめポイント＞ 

物語の中で語り手や主軸が何度も

変わるので、スキマ時間に少しずつ読み

たい方にオススメです。語り手によってそ

れぞれの登場人物に対する印象が変わ

っていて、感性の違いを知れる良い機会

になりました。 

 

『プライド』  
内海哲也：著  

ＫＡＤＯＫＡＷＡ   

＜あらすじ＞ 

 巨人「自称普通の投手」を支え続けたのは

「球は遅いけど本格派」だという自信だった。

2003 年の入団後、圧倒的努力で巨人のエース

に上り詰め、 金田正一、鈴木啓示、山本昌など

レジェンド左腕に並ぶ連続最多勝の偉業を達成

した。６度のリーグ優勝、2 度の日本一、09 年の

WBC では世界一も経験するなど順調にキャリア

を重ねた。 

＜おすすめポイント＞ 

野球が好きなので読みました。内海選手の野

球に対する真摯な気持ちが伝わり、やはり成功す

るだけあるなと思いました。内海哲也の高校時代

をみてプロの選手でもこんなにも苦労するんだな

と思いました。プロ野球の裏側を知ることができ

てとてもよかったです。 

 

本ｄｅｒｆｕｌ!委員のおすすめ本 ～1年７組、８組、９組担当～ 

 

本屋大賞２０２４ノミネート作  

『リカバリー・カバヒコ』 

青山美智子：著  光文社 

マンション近くの公園にあるカバの

遊具には、触ると同じ部分が回復する

という都市伝説があって・・・。 

話題の本より 

913.6 ｽ  
783.7 ｳ  

本屋大賞２０２４ノミネート作  

『レーエンデ国物語』 

多崎礼：著  講談社 

騎士団長で英雄でもある父に頼み、

レーエンデ国への旅に付いて行った 

ユリア。神秘的な森や病が存在する 

地で友情や恋を育むが、やがて争乱 

に巻き込まれていく。 

 

映画化原作＆草津東の人気小説  

『変な家』 

雨穴：著 飛鳥新社 

 その家の間取りは、何かおかしい。 

違和感を感じた「私」が設計士である知

人と調べてみると、恐ろしい疑惑が浮上する。  

 

草津東高校貸出ベスト     

[貸出統計 20２３.4.1～202４.１.３１] 

＜小説部門＞  

第①位『汝、星のごとく』 凪良ゆう：著 講談社 

        第②位『変な家』 雨穴：著 飛鳥新社  

              『変な絵』 雨穴：著 双葉社 

第③位『あの花が咲く丘で、君とまた出会えたら。』 汐見夏衛：著 スターツ出版 

          『海に願いを風に祈りをそして君に誓いを』 汐見夏衛：著 スターツ出版  

『成瀬は天下を取りにいく』 宮島未奈：著 新潮社 
 

＜マンガ部門＞ 

第①位『呪術廻戦 ２２巻』 芥見下々：著 集英社 

第②位『ブルーロック ２４巻』 金城宗幸：原作 ノ村優介：漫画 講談社 

第③位『ＯＮＥ ＰＩＥＣＥ １０６巻』 尾田栄一郎：著 集英社 
 

＜ノンフィクション・実用書・参考書部門＞ 

第①位『やっておきたい英語長文５００』 杉山俊一：著 河合出版 

第②位『やっておきたい英語長文３00』 杉山俊一：著 河合出版 

第③位『金谷の日本史  「なぜ」と「流れ」がわかる本 中世・近世史』 

金谷俊一：著 ナガセ 

最近の、くさひが図書館 

・図書館を使っている人が多くてびっくりした。 

・室温もいい感じで昼休みとかに勉強しに行くのもアリだなと思った！ 

・思っていたよりも図書室に来る人は多いけど、静かで BGMも流れていて

とても落ち着くなと感じました。 

・図書館で読書をしたり自習をしている先輩がたくさんいて驚いた。 

・それぞれの好きな本とそれぞれの時間があるんだなと感じました。 

・落ち着いた雰囲気が良かった。来年も（当番を）したい。 

 
来館お待ちしています(^-^) 

 

図書委員会 

カウンター当番日誌 

より 

～３年生アンケートより～ 

Q 高校時代に 

読んで良かった本は？ 

 

A 『法廷遊戯』が 

面白かったです 

先輩の 
おすすめ本♡ 

五十嵐律人：著   
/講談社 
（講談社文庫）  

いとばやし あかね 

＃大学生  
＃法学部  
＃模擬法廷  
＃事件  
＃映画化原作  


